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韓国における耕畜連携型自然循環農業の実践方案に関する研究
A study on practices of natural cycling agriculture comected by eco-agriculture and livestock in Korea
金詳細(農業経営経済学分野)
【目的】
耕畜連携型自然循環農業は､韓国政府の主要農業政策の一つでおり､耕種農業で近年拡大している親環境
農業と畜産業で環境汚染源として認識されている家畜排泄物を相互適切に連携させ､親環境農業をさらに育
成するとともに家畜排泄物の円滑な処理を図っている｡しかし､耕畜連携型自然循環農業に関する理論的考
察が少ないし､その成果も明確ではない｡この政策がうまく推進されるためには､先行研究や事例の分析､
外国との比較､その実践方案などに関する体系的･具体的な研究が緊要である｡
本研究の目的は､親環境農業の拡大と家畜排泄物の管理､その両側を連携させた自然循環農業の全般にお
いて､先行研究や関連文献および政策資料の調査･分析と､韓国と日本両国の推進状況や現地事例の調査･分
析などを通じて考察と示唆点を導出し､その内容らを踏まえて耕畜連携型自然循環農業の実践方案を模索す
る｡これらの研究結果は､政策の基礎資料または参考資料として政策担当者だけでなく地方自治体の関係公
務員と農村現場の農業大にも役立つだろう｡
【材料と方法】
東北大学大学院の過程履修を通じて習得した経営経済理論をもとに､先行研究と文献調査を通じる理論的
考察を行い､日本東北地方の現地優秀事例を選定､訪問調査を通じる事例分析を行う｡先行研究と文献調査
は､韓国と日本両国の親環境農業の推進と家畜排泄物の管理及び自然循環農業の全般に関する研究論文や関
連文献､政策資料などを調査する｡現地事例の調査対象は､地域内の堆肥センターを中心に耕畜連携型循環
型農業を先導的に推進している宮城県登米市､地域内バイオマス物量を活用して電気エネルギーを自給し､
家畜排泄物を堆肥･液肥化させて農地に還元している岩手県葛巻町､大規模養豚経営をしながら地域循環を
図っている株式会社ヒルズ岬ills)である｡これらの調査内容と結果を踏まえてその示唆点を導出し､その実践
方案を模索する｡
【結果と考察】
まず､自然循環農業の理論的土台である農耕地の養分収支の試算した結果､窒素質肥料が47%､燐酸質肥
料が38%それぞれ超過し､カリ質肥料は8%超過で窒素と燐酸に比べては高くなかった｡国家別養分収支の試
算結果は､オランダ､韓国､日本､中国順序で養分収支が高く､アメリカとドイツ､フランス､デンマーク
の養分収支はマイナス状態であった｡
次に､制度と政策サイド､養分収支及び農業環境サイド､問題点と改善点サイドなど三つの観点から導出
した考察および時事点として､自然循環農業の推進に関する法令が具備されていることや政府の施策や支援
も多様に行われている点､養分収支試算の必要性と環境汚染源に対する農耕地の自浄能力の大切さ､家畜排
泄物の資源化の限界及び家畜排泄物の液肥化の憂慮などがある｡
最後に､上記内容と結果を踏まえて模索した耕畜連携型自然循環農業の実践方案である｡まず､現行耕畜
連携型自然循環農業のモデルにおいて､その改善案を模索した｡現行モデルと改善モデルの差異点として､
農業環境または農業生態系の範囲内で化学肥料や輸入飼料などのhputとメタンガスなどのOuやut概念を反映
し､農耕地養分収支を理論的背景にする-一層具体化した自然循環農業のモデルである｡次に､農耕地の養分
収支を前提にする自然循環農業の実践と有機農業など親環境農業の拡大を通じて自然循環農業を実践する方
案｡そして､家畜拘軸物の処理において現行資源化優先政策を浄化処理優先政策に変更する方案である｡
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